調　査　の　要　領

１．調査事項

　（１）魚種別漁業種類別漁獲数量

　（２）魚種別漁業種類別漁獲金額

２．調査時期

　　毎　月

３．調査範囲

　　本県内に水揚げされたすべての海面魚介類（運搬魚介類を除く。）

４．調査方法

　　調査員が担当区域内の海面漁業協同組合、魚市場、その他の団体等を毎月巡回し、これらの団体等において作成した台帳等から資料を収集する方法

５．利用上の注意

　　この調査は属地計上です。属地計上とは、生産物が水揚げされた地域に漁獲量等を計上することをいいます。

　　また、数値は四捨五入してあるので、各表や統計表中の構成比の和は100％にならない場合があります。

結　果　の　概　要

１．漁獲数量及び漁獲金額

（１）概況

　平成１８年の青森県の漁獲数量は２７８，４３０トンで、漁獲金額は
５４６億７，５３３万円となった。これを前年と比較すると漁獲数量で１１，２３２トン（３．９％）減少し、漁獲金額で２２億３，８９５万円（３．９％）減少した。

（２）主な増減要因

漁獲数量が減少した主な要因は、「するめいか（近海・生）」、「ほたてがい（成貝）」、「ほたてがい（半成貝）」、「ぶり」等の減少によるものである。

（３）過去１０年間の平均との比較

　　　平成１８年の漁獲数量及び漁獲金額は、過去１０年間の平均と比較すると、数量で
１９．４％、金額で１６．３％、それぞれ下回っている。
　表　年次別漁獲数量及び漁獲金額の推移

[image: image1.emf]数量（トン）

対前年増減率（％）

金額（百万円）

対前年増減率（％）

平成８年 410,745   2.1   83,078   △1.9  

平成９年 445,156   8.4   81,806   △1.5  

平成１０年 368,219   △17.3   73,875   △9.7  

平成１１年 357,744   △2.8   71,419   △3.3  

平成１２年 381,396   6.6   67,467   △5.5  

平成１３年 365,702   △4.1   58,734   △12.9  

平成１４年 327,486   △10.4   58,461   △0.5  

平成１５年 281,057   △14.2   51,812   △11.4  

平成１６年 296,063   5.3   60,606   17.0  

平成１７年 289,662   △2.2   56,914   △6.1  

平成１８年 278,430   △3.9   54,675   △3.9  

平成８年～平成１７年

までの平均  （A）

平成１８年／(A)％

80.6  % 83.7  %

年次

漁　　獲　　金　　額



漁　　獲　　数　　量

345,606   65,350  
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図１　年次別総漁獲数量及び総漁獲金額の推移

２．月別漁獲数量及び漁獲金額
（１）月別漁獲数量

　　　平成１８年の漁獲数量を月別にみると、１０月が４３，０８３トンで最も多く全体の１５．５％を占め、次いで８月の４０，４７６トン（１４．５％）、９月の
３７，４５７トン（１３．５％）となっている（図２、第３表）。
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図２　月別漁獲数量

（２）月別漁獲金額

　　　平成１８年の漁獲金額を月別にみると、１０月が６３億４，６８２万円で最も多く全体の１１．６％を占め、次いで８月の６１億１，３１６万円（１１．２％）、１２月の５９億２，６９２万円（１０．７％）となっている（図３、第４表）。
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図３　月別漁獲金額

３．魚種別漁獲数量及び漁獲金額

（１）分類別漁獲数量及び漁獲金額

　　①分類別漁獲数量

　　　　漁獲数量について魚類、貝類等の分類別にみると、いか類等の「その他の水産動物」が１０８，１５１トンで最も多く全体の３８．８％を占め、次いで「魚類」
９２，３３８トン（３３．２％）、「貝類」７４，２７０トン（２６．７％）、「藻類」３，６７０トン（１．３％）の順となっている（図４、第５表）。

　　　　これを前年と比較すると、「その他の水産動物」は１８，８２３トン（△１４．８％）減少、「貝類」は２０，４１６トン（△２１．６％）減少、「魚類」は２６，１５６トン（３９．５％）増加、「藻類」は１，８５１トン（１０１．７％）増加した。
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図４　分類別漁獲数量の構成比（％）
　　②分類別漁獲金額

　　　　漁獲金額を分類別にみると、「その他の水産動物」が２５６億３９９万円で最も多く全体の４６．９％を占め、次いで「魚類」１５６億６，８１７万円
（２８．７％）、「貝類」１２２億５，５０３万円（２２．４％）、「藻類」１１億
１，２２５万円（２．０％）の順となっている（図５、第６表）。

　　　　これを前年と比較すると、「その他の水産動物」は１６億９，５４０万円
（△６．２％）減少し、「貝類」は３１億７，９３１万円（△２０．６％）減少し、「魚類」は２２億２，１４８万円（１６．５％）、「藻類」は４億１，４２８万円
（５９．４％）それぞれ増加した。
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図５　分類別漁獲金額の構成比（％）

（２）主な魚種別漁獲数量及び漁獲金額

　　①主な魚種別漁獲数量

　　　　主な魚種別の漁獲数量及び構成比をみると、「ほたてがい」７２，７０２トン（構成比２６．２％）、「さば」５７，５１３トン（２０．７％）、「するめいか」
５２，２０１トン（１８．８％）、「あかいか」４８，１１２トン（１７．３％）、
「さけ」６，９２９トン（２．５％）、「いわし類」５，７０３トン（２．１％）などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な魚種及び数量は「さば」
２５，８９９トン（対前年増減率８１．９％）、「あかいか」９，３４５トン
（２４．１％）、「いわし類」３，０１８トン（１１２．４％）、「こんぶ」
２，０７３トン（１９０．４％）、となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な魚種及び数量は「するめいか」２８，４２７トン（△３５．３％）、「ほたてがい」２０，４６７トン（△２２．０％）、「ぶり」
３，３５５トン（△７２．４％）、「こうなご」９３６トン（△７８．０％）となっている（図６、第１表、第７表）。
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図６　主な魚種別漁獲数量の構成比（％）

　②主な魚種別漁獲金額

　主な魚種別の漁獲金額及び構成比をみると、「するめいか」１２７億９，１３１万円（構成比２３．４％）、「ほたてがい」１１３億０，５４４万円（２０．７％）、
「あかいか」５９億０，１６１万円（１０．８％）、「なまこ」２８億９，３３２万円（５．３％）、「まぐろ」２４億５，９００万円（４．５％）、「さば」
２４億１，４３１万円（４．４％）、などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な魚種及び金額は「あかいか」１６億６，７５７万円（対前年増減率３９．４％）、「さば」１１億２，９２２万円（８７．９％）、「なまこ」１３億５，３１７万円（８７．９％）、「さけ」
 ９億１，５２１万円（８０．２％）、「こんぶ」５億９，０１８万円（２３３．７％）、となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な魚種及び金額は「するめいか」５０億２，６０３万円（△２８．２％）、「ほたてがい」３２億６，４９７万円（△２２．４％）、
「ぶり」５億１，８３１万円（△４８．０％）となっている（図７、第２表、第８表）。
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図７　主な魚種別漁獲金額の構成比（％）

４．漁業種類別漁獲数量及び漁獲金額

（１）漁業種類別漁獲数量

漁業種類別漁獲数量の構成比をみると、漁獲数量は「いか釣漁業」が全体の
３２．３％（８９，８２０トン）で最も多く、次いで「養殖業」２５．８％、「まき網漁業」２３．２％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な漁業種類及び数量は、「まき網漁業」１６，３０５トン（３３．８％）、「採藻漁業」１，８４９トン（１０４．８％）、「小型機船底曳網漁業」５６３トン（１４．２％）となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な漁業種類及び数量は、「養殖業」２０，７５６トン
（△２２．４％）、「沖合底曳網漁業」７，３８１トン（△３０．５％）、「棒受網漁業」８７２トン（△７６．９％）となっている（第９表）。

（２）漁獲種類別漁獲金額
漁獲種類別漁獲金額の構成比をみると、「いか釣漁業」が全体の３０．６％
（１６７億２，０４１万円）で最も多く、次いで「養殖業」２０．４％、「沖合底曳網漁業」７．９％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な漁業種類及び金額は、「小型機船底曳網漁業」８億８，０８７万円（５３．４％）、「小型定置網漁業」４億３，２８６万円（１６．１％）、「採藻漁業」４億１，７９４万円（６１．１％）となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な漁業種類及び金額は、「養殖業」３３億
７，７０６万円（△２３．２％）、「沖合底曳網漁業」１１億３，８２２万円
（△２０.８％）、「いか釣漁業」６億５，３１８万円（△３．８％）となっている（第１０表）。

５．市町村別漁獲数量及び漁獲金額

（１）市町村別漁獲数量

市町村別漁獲数量の構成比をみると、八戸市が１６６，０４８トンで最も多く全体の５９．６％を占め、次いで平内町１１．２％、青森市５．７％、むつ市４．１％、外ヶ浜町３．６％の順となっている。

次に、市町村別漁獲数量を前年と比較してみると、漁獲数量が増加した市町村は、八戸市１６，５７０トン（１１．１％）、中泊町１，６２３トン（８０．９％）、横浜町５１７トン（１０．６％）、大間町１０９トン（５．２％）、おいらせ町７０トン
（１１．１％）ほか２市町となっている。

一方、漁獲数量が減少した市町村は、平内町１２，３７０トン（△２８．３％）、
外ヶ浜町３，８９７トン（△２８．０％）、青森市３，２８２トン（△１７．２％）、
むつ市２，５８２トン（△１８．４％）、六ヶ所村２，２１１トン（△４６．５％）、
東通村１，３６３トン（△１３．９％）ほか９市町村となっている（図８、第１１表）。

（２）市町村別漁獲金額

市町村別漁獲金額の構成比をみると、八戸市が２２８億５，９２５万円で最も多く全体の４１．８％を占め、次いで平内町１０．３％、むつ市６．８％、東通村６．１％、深浦町５．１％の順となっている。

次に、市町村別漁獲金額を前年と比較してみると、漁獲金額が増加した市町村は、中泊町７億２，５６６万円（６３．６％）、東通村２億６，１２４万円（８．５％）、大間町１億９，５４２万円（１１．４％）、横浜町１億４，１２０万円（１２．５％）ほか４町村となっている。

一方、漁獲金額が減少した市町村は、平内町１７億９，６８４万円（△２４．２％）、外ケ浜町５億２，４２９万円（△１６．９％）、六ヶ所村４億８，７２５万円
（△３４．４％）、むつ市２億４，３４０万円（△６．１％）、青森市２億
１，８２９万円（△７．６％）ほか９市町村となっている（図９、第１２表）。
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図８　市町村別漁獲数量の構成比（％）　　　図９　市町村別漁獲金額の構成比（％）
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